
陸上競技場

庭球館

△道
路境
界線

△
道
路
境
界
線

弓道場 ひょうたん池

相撲場

▽道
路境
界線

第二陸上競技場

照明塔(6)

照明塔(4)(既存)

(既存)

武道館

体育館

▽
道
路
境
界
線

駐車場

照明塔(3)(既存)

(既存)

照明塔(5)

駐車場

屋外トイレ

キュービクル

浄化槽建屋

屋外トイレ(既存)

浄化槽(既存) 汚水槽(既存)

物置(既存)

工業用水槽

シンボルタワー

照明塔(2)

照明塔(1)

(既存)

(既存)

(既存)

HPφ200

HPφ250

HPφ
400

HPφ
350

H
Pφ
40
0

H
P
φ
4
0
0

HPφ300

軽
軽

軽

トイレ

Ｎ

仮囲い

仮囲い

仮囲い

工事範囲として借用

仮囲い

工事資材ヤード

バス駐車エリアは工事範囲外とし、
大会時に利用するため、転回可能な
エリアを残す

既存照明柱有

既存照明柱有 既存照明柱有

浄化槽改修

建屋改修
工事用ゲート

工事車両搬出入口

工事車両搬出入口

工事用ゲート

仮囲い

工事車両搬出入口

工事用ゲート

工事車両搬出入口

工事用ゲート

：仮囲い(万能鋼板塀H3,000)(第1工区)

：工事用ゲート(パネルゲートW7.2m×H4.5m)(第1工区)

：工事車両動線

：工事車両動線(躯体工事、大物搬入の場合)

※公園内通行の場合は徐行運転とする。

既存照明柱有

：交通誘導員(数字は工区を示す)交

交

交

交

交

0

3

1

2

2

※山留め及び仮囲い等については、解体業者と協議の上、変更する可能性がある

※別途外構工事及びグラウンド工事を令和８年９月から予定している

※工程表の赤字部分は本工事の屋根工事を示している
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：仮囲い(万能鋼板塀H3,000)(第1工区)

：工事用ゲート(パネルゲートW7.2m×H4.5m)

：工事車両動線

：工事車両動線(躯体工事、大物搬入の場合)

※公園内通行の場合は徐行運転とする。

：200tクローラークレーン(屋根工事に１基3カ月)

：敷鉄板　W1,524×L6,096×t22　(19カ月)

　（第1工区 175枚)

：敷鉄板　W1,524×L6,096×t22　80枚

　(工事期間中、第2工区）

 (第1工区)

　（第2工区 135枚)
　（第3工区 160枚)

   変更する可能性がある
※山留め及び仮囲い等については、解体業者と協議の上、陸上競技場

照明塔(6)

照明塔(4)(既存)

(既存)

武道館

照明塔(3)(既存)

(既存)

照明塔(5)

駐車場

屋外トイレ

キュービクル

浄化槽建屋

物置(既存)

工業用水槽

照明塔(2)

照明塔(1)

(既存)

(既存)

(既存)

HPφ200

HPφ250

HPφ
400

HPφ
350

HPφ
400

HPφ
400

HPφ300

軽
軽

軽

トイレ

（既存）

（既存）

（既存）

Ｎ

BM=TP+2.5
　　=ﾎｰﾑﾍﾞｰｽ天端

設計GL=TP+2.0

円弧基準点No2円弧基準点No1

スコアボード棟(既存)

内野スタンド

仮置き場

ブリッジ

外野スタンド(既存)

下部　浄化槽新設

屋外スロープ
(別途工事)

屋
外

ス
ロ
ー

プ
(別

途
工

事
)

ブ
リ
ッ

ジ
(第

3
工

区
工

事
)

(浄化槽工事)

▽EXP.J▽E
XP
.J

第2
工区

第1
工区

第1工区

第3工区

円弧基準点No3

ブリッジ
(第3工区工事)

円弧基準点No4

既存照明柱有

既存照明柱有

既存照明柱有 既存照明柱有

仮囲い

仮囲い

仮囲い

セミトレーラー

セミトレーラー

200ｔクローラクレーン

工事範囲として借用

仮囲い

仮囲い

工事資材ヤード

内野側　搬出入口内野側　搬出入口

バス駐車エリアは工事範囲外とし、
大会時に利用するため、転回可能な
エリアを残すこと

浄化槽改修

建屋改修

工事用ゲート
工事車両搬出入口

工事車両搬出入口

工事用ゲート

仮囲い

工事車両搬出入口

工事用ゲート

工事車両搬出入口

工事用ゲート

防球ネットH=5m分 取り外し・再取付
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